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安
倍
首
相
は
軍
備
増

強
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
国
民
の
命
や
財
産
を

守
る
唯
一
の
道
は
戦
争
を
さ

せ
な
い
こ
と
だ
。

　
　
　

日
本
に
は
米
軍
基
地

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
と
北
朝

鮮
が
戦
争
に
な
っ
た
ら
、
攻

撃
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
は

な
い
。
平
和
的
な
解
決
に
向

け
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

雲
仙
市
で
ミ
サ
イ
ル

が
落
下
し
た
と
い
う
想
定
で

訓
練
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
は
、
地
元
住
民
や
原

爆
体
験
者
な
ど
か
ら
批
判
が

出
て
い
る
。
「
戦
時
中
は
、

防
空
訓
練
が
日
常
的
に
あ
っ

た
が
、
原
爆
の
前
で
は
何
も

役
立
た
な
か
っ
た
」「
武
力
攻

撃
ま
で
想
定
し
て
国
民
の
危

機
感
を
あ
お
る
よ
り
も
、
外

交
努
力
で
解
決
す
べ
き
」
な

ど
で
あ
る
。

　
　
　

外
交
で
精
一
杯
努
力

す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
　
　

子
ど
も
の
貧
困
問
題

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

　
　
　

子
ど
も
の
将
来
が
、

貧
困
な
ど
の
、
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
、
健
や
か
に
夢
と
希
望
を

持
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
こ
れ
が
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

28
年
度
は
、

一
般
会
計
か
ら
国

保
会
計
に
４
億
５

０
０
万
円
を
繰
入

れ
た
。
こ
れ
が
な

か
っ
た
ら
国
保
税

は
い
く
ら
引
上
げ

ら
れ
た
勘
定
に
な
る
か
。

　
　
　
　
　
　

一
人
当
た
り
、

平
均
２
万
２
千
円
に
な
る
。

　
　
　

国
保
税
の
引
き
上
げ

は
、
市
民
の
く
ら
し
を
壊
し

て
し
ま
う
。
繰
入
れ
は
続
け

る
べ
き
。

　
　
　

南
島
原
市
だ
け
が
続

け
る
こ
と
は
、
将
来
的
に
は

で
き
な
い
と
思
う
。

　
　

　
　
　

国
民
か
ら
吸
い
上
げ

た
消
費
税
は
、
社
会
保
障
の

た
め
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
大
企
業
減
税
の
穴
埋

め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

消
費
税
は
、
社
会
保

障
制
度
の
安
定
化
の
た
め
に

使
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

財
源
が
必
要
な
ら
、

儲
か
っ
て
い
る
大
企
業
や
富

裕
層
、
高
額
所
得
者
か
ら
納

め
て
貰
う
べ
き
。

　
　
　

公
平
な
税
制
度
を
望

む
。

市長 /　国も外交努力を
行っていただきたい。

　

国民の命を守る
唯一の道は､ 戦
争させないこと

国民の命を守る
唯一の道は､ 戦
争させないこと

議
員

　
　
　

有
家
小
学
校
の
建
て

替
え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

今
年
度
、
基
本
・
実

施
設
計
の
業
務
に
着
手
し
、

平
成
30
年
度
に
行
い
、
ま
ず

仮
設
校
舎
の
建
設
と
現
校
舎

の
解
体
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

　

新
校
舎
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
度
に
着
工
し
、

32
年
の
12
月
ま
で
の
完
成
予

定
で
あ
る
。
供
用
開
始
は
、

平
成
33
年
の
４
月
を
予
定
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
工

事
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
　
　

現
在
、
県
に
よ
り
口

ノ
津
港
の
埋
め
立
て
工
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
の
２

月
下
旬
ま
で
か
か
る
予
定
だ
。

　

口
ノ
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
は
、

来
年
３
月
に
着
工
し
、
完
成

は
平
成
31
年
の
６
月
頃
を
見

込
ん
で
い
る
。
供
用
開
始
に

つ
い
て
は
、
浮
桟
橋
や
外
構

工
事
、
そ
の
他
の
準
備
等
が

あ
る
の
で
、
平
成
31
年
の
秋

頃
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

着
工
と
供
用
に
つ
い

て
説
明
を
。
ま
た
計
画
の
中

で
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
を
取
り

組
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

一
面
し
か
な
い
サ
ッ
カ
ー
場

に
シ
ャ
ワ
ー
室
が
必
要
な
の

か
。
逆
に
有
家
総
合
運
動
公

園
あ
た
り
に
必
要
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
前
回
の

一
般
質
問
に
て
、
雨
天
練
習

場
を
有
家
に
建
設
地
が
確
保

で
き
れ
ば
建
設
す
る
と
い
う

答
弁
だ
っ
た
の
で
、
サ
ッ
カ

ー
場
に
協
力
す
る
が
、
い
ら

な
い
施
設
は
省
い
て
、
税
金

の
無
駄
遣
い
の
無
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　

今
年
度
中
に
多

目
的
運
動
広
場
と
、
校
舎
解

体
工
事
の
実
施
設
計
に
着
手

を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

校
舎
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
中
に
完
了
す
る
よ
う

に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
多

目
的
運
動
広
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
31
年
６
月
に

着
工
し
、
32
年
の
３
月
に
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

構
想
に
つ
い
て
は
、
市
長

か
ら
の
答
弁
の
と
お
り
、
サ

ッ
カ
ー
場
と
し
て
も
利
用
可

能
で
、
多
目
的
に
市
民
の
皆

様
の
様
々
な
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
、
健
康
づ
く
り
な
ど
に
利

用
で
き
る
多
目
的
運
動
広
場

と
い
う
こ
と
で
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。

平成３０年度
の主な事業に
ついて

平成３０年度
の主な事業に
ついて

吉岡　巖議員

市
長

議
員
議
員

市
民
生
活
部
長

桑原幸治議員

北
朝
鮮
問
題
に
つ
い

て議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

有
家
小
学
校
の
建
て

替
え
に
つ
い
て

市
長

議
員 有

馬
商
業
跡
地
の
活

用
計
画
に
つ
い
て

市
長

子
供
の
貧
困
問
題
に

つ
い
て

国
保
運
営
の
広
域
化
に
つ
い
て

（
来
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
主
体
が

　市
町
か
ら
県
に
移
り
ま
す
）

議
員

市
長

議
員

市
長 消

費
税
に
つ
い
て

口
ノ
津
港
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
に
つ
い
て

教
育
次
長

議
員

累計額 349兆円

累計額 281兆円

累計額 349兆円

累計額 281兆円

口ノ津港改修工事（航空写真）
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